
北
陸
に
恥
け
る
明
治
前
期
の
繊
維
産
業

i
l織
物

業

を

中

心

に

ー

ー

正

夫

村

田

カ1

(~ 

し

き

北
陸
地
方
は
、
戦
前
か
ら
の
輸
出
繊
維
産
業
と
電
力
立
地
工
業
に
よ
っ
て
特
色
づ
け
ら
れ
①
な
が
ら
も
、

東
海
地
方
の
工
業
生
産
拡
大

に
及
ば
な
か
っ
た
@
と
い
わ
れ
る
。

北陸における明治前期の繊維産業

経
済
的
な
意
味
で
の
裏
日
本
と
い
う
名
称
が
あ
て
は
ま
ら
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
③
明
治
前
期
の
識

本
稿
で
は
、
北
陸
地
方
に
お
い
て
、

わ
が
国
産
業
革
命
発
展
の
一
基
盤
を
考
え
よ
う
と
し
た
。

維
産
業
を
分
析
し
て
、

注北
林
吉
弘
(
一
九
五
八
)
「
富
山
・
高
岡
工
業
地
域
と
周
辺
農
村
」
地
理
学
評
論
二
二
・
二
、
七
三
一

i
七
四
頁
〈
秋
季
大
会
見
学
旅
行
報
告
V

北
林
吉
弘
・
加
納
裕
裁
・
新
藤
正
夫
・
竹
内
伸
-
・
須
山
盛
彰
(
一
九
五
九
)
「
富
山
平
野
に
お
け
る
工
業
と
農
業
の
関
連

i
l地
元
資
本
に
よ

る
紡
織
工
場
の
経
営
を
中
心
と
し
て
|
|
一
九
五
九
年
日
本
地
理
学
会
春
季
大
会
研
究
報
告
七
五
頁
。

北
林
吉
弘
(
一
九
五
九
)
「
富
山
工
業
地
帯
」
地
理
四
・
九
、
八
七

l
一
O
三
頁
、
四
・
一

O
、
一

O
六

t
一
二
ハ
貰
、

O
四
頁
。

① 

四
-
一
一
、
九
四

l

一

ι29 
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辺恒同|絹綿交付醐|吋生糸
:zz|:ilt1 ~ 11 ::1 :: I1 7 

北陸の繊維生産(全国比%)-1886年一第1表

(注)

@ 

千
葉
徳
爾
(
一
九
六
六
)
「
い
わ
ゆ
る
一
一
畏
日
本
の
形
成
に
つ
い
て

l
」
歴
史
地
理
学
紀
要
八
、
一

O
五
頁
。

千
葉
徳
溺
(
一
九
六
四
)
「
い
わ
ゆ
る
「
裏
日
本
」
の
形
成
に
つ
い
て
|
歴
史
地
理
的
試
論
」

l
歴
史
地
理

学
紀
要
六
、
一
六
六
頁
。

(
第
二
報
)
ベ
商
品
取
引
組
織
か
ら
み
て

@ 北
陸
四
県
に
お
け
る
製
糸
お
よ
び
三
大
織
物
(
綿
・
絹
・
麻
)
生
産
の
対
全
国
比
を
み
る
と
①
、

麻
織

関
係
の
比
率
が
大
き
く
、
こ
れ
に
次
い
で
絹
織
関
係
、
生
糸
、
綿
織
物
の
順
で
あ
る
。
ま
た
、
綿
織
お
よ

び
麻
織
物
の
単
価
は
全
国
平
均
に
近
い
が
、
絹
織
お
よ
び
各
種
交
織
物
の
単
価
は
低
く
、
北
陸
地
方
の
織

物
は
、

一
般
に
、
廉
価
で
あ
っ
た
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る

(第
1
表
)

O

生
産
額
で
は
、
三
大
織
物
の
差
は
少
な
い
が
、
生
産
量
で
は
、
綿
お
よ
び
麻
織
関
係
が
多
く
、
絹
織
物

は
少
な
く
、
農
村
工
業
と
し
て
の
綿
お
よ
び
麻
織
業
が
、
絹
織
業
よ
り
も
広
範
に
分
布
し
て
い
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
o

生
産
量
を
国
別
に
み
る
と
、
綿
織
物
は
越
中
・
越
後
・
加
賀
、
絹
織
物
は
加
賀
・
越
後
・

越
中
、
麻
織
物
は
越
前
・
能
登
・
越
中
・
越
後
、
生
糸
は
越
後
・
加
賀
・
越
中
の
順
に
多
か
っ
た
。
生
産
額
で
は
、
綿
織
物
は
越
後
・
加

賀
・
越
中
、
絹
織
物
は
越
後
・
加
賀
・
越
前
、
麻
織
物
は
越
前
・
能
登
・
越
後
・
越
中
の
順
に
大
き
か
っ
た
。

一
般
に
越
後
に
お
け
る
鞍

表)。
物
単
価
が
高
か
っ
た
ほ
か
、
綿
織
物
で
は
加
賀
、
絹
織
物
で
は
越
前
、
麻
織
物
で
は
能
登
が
、

と
も
に
比
較
的
高
単
価
で
あ
っ
た
(
第
2
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第2表国別繊維生産 (1886)

!よZL|綿 織|絹織|絹問!麻 織|綿麻交織l生糸
千反千円 千反千円 千反 千円 千反千円 千貫

新潟{銭 10 4 .. 
262 159 86 199 20 21 54 111 ... ... 17 

富山越中 463 150 78 56 20 131 136 73 12 

福井{越若狭前
36 12 30 107 1 11 507 160 6 1 7 

2 

l 石JII{加能賀登 185 句|158 胤 3 94 65 15 
139 138 1 

l計 979 4271 352 臼 44 371 838叫 100 54 

〔注〕 第3次農商務統計表による。ただし，富山・石川各県の綿織生産は各県勧

業年報による(…は単位未満)。

第3表地域別繊維生産 (1886)

iょに11rj

119 

2 

1 

i叶大野・武生盆地 31

l前i霊井平野 11 賀 1

1若J東部・西部 3
|狭l中部 17 i 

福井県では製糸高及び絹織物生産高は明治18(1885)年，綿織物生産高は同
16 (1883)年の数字。なお，岡県の麻織生産量の分布は不明であるが，そ
の中心は，同17~18 (1884~ 5 )年の蚊娠生産量分布から，大野・武生盆
地とみられる。各県統計書及び勧業年報による数字であるため第2表と符
合しない(…は単位未満)。

石川nJ南
;賀l東
|能rj有
|登l北

部

部

部

部

西 137 

14 

11 

〔注〕

織物 0000反〉

綿)絹|麻

37 I 75 35 

3 

78 I 136 

228 

156 

0

5

3
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郡
別
に
検
討
す
る
と
(
第
3
表)、

製
糸
高
が
多
い
の
は
南
・
北
魚
沼
か
ら
古
志
に
か
け
て
の
魚
沼
・
古
志
地
万
、
能
美
・
江
掘
に
わ

た
る
加
賀
南
西
部
、
晴
波
・
婦
負
に
お
よ
ぶ
越
中
の
南
西
部
、
大
野
・
今
立
に
わ
た
る
大
野
・
武
生
盆
地
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
明

治
十
年
代
に
機
械
化
に
よ
る
増
産
を
示
し
た
の
は
、
北
魚
沼
・
能
美
・
婦
負
地
方
で
あ
っ
た
。

絹
織
物
の
主
産
地
は
主
要
製
糸
地
域
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
た
②
o

地
糸
へ
の
依
存
率
は
、
魚
沼
・
古
志
地
方
↓
越
中
の
南
西
部
↓
加
賀
南

西
部
と
南
す
る
に
従
っ
て
低
下
し
て
い
た
が
、
福
井
平
野
を
主
と
す
る
越
前
で
は
、
魚
沼
・
古
志
地
方
と
ほ
と
ん
ど
同
率
で
あ
っ
た
。
輸

出
に
よ
る
製
糸
ブ

i
ム
が
南
北
両
端
に
表
わ
れ
、
中
央
の
越
中
・
加
賀
で
は
、
増
産
が
ブ

I
ム
に
追
い
つ
け
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
単
価
は
、
福
井
か
ら
大
野
に
か
け
て
の
奉
書
紬
地
域
に
お
い
て
高
く
、
次
い
で
魚
沼
・
古
志
地
方
、
加
賀
南
西
部
、
越
中
南
西
部
と

低
下
し
て
い
た
@
o

綿
織
物
の
主
産
地
は
、
蒲
原
を
主
と
す
る
越
後
平
野
、
新
川
を
主
と
す
る
越
中
東
部

(
新
川
白
木
綿
)
、

射
水
を
主
と
す
る
同
北
西
部

(
高
岡
染
木
綿
)
、
金
沢
・
能
美
を
主
と
す
る
金
沢
平
野
で
あ
っ
た
。

」
れ
ら
の
産
地
は
地
綿
産
地
に
立
地
し
て
い
た
が
、

地
綿
生
産
量

を
検
討
す
る
と
(
単
位
千
貫
)
、
越
後
二
二
二
、
越
中
七
、

加
賀
五
六
で
あ
り
、

越
後
の
地
綿
依
存
率
が
高
か
っ
た
こ
と
を
表
わ
し
て
い

る
。
し
か
も
単
価
に
つ
い
て
は
、
越
後
産
が
金
沢
産
に
匹
敵
し
、
新
川
木
綿
は
低
か
っ
た
@
o

麻
織
物
の
主
産
地
は
、
大
野
・
武
生
盆
地
お
よ
び
福
井
平
野
、
鹿
島
を
主
と
す
る
能
登
南
部
、
橋
波
を
主
と
す
る
越
中
南
西
部
、
魚
沼

-
刈
羽
・
東
頚
城
な
ど
の
魚
沼
・
古
志
地
方
で
あ
っ
た
。
大
野
・
栗
田
部
・
福
井
を
中
心
と
す
る
麻
織
物
は
、
蚊
帳
布
と
し
て
織
ら
れ
る

こ
と
が
多
か
っ
た
。
単
価
を
比
較
す
る
と
、
越
後
縮
が
最
高
で
、
次
い
で
能
登
南
部
、
越
中
南
西
部
と
な
り
、
大
野
・
武
生
盆
地

t
福
井

平
野
で
は
低
か
っ
た
@
o

地
麻
生
産
量
を
検
討
す
る
と

(
単
位
千
貫
)
、

越
後
三
四
四
、
越
前
一
五

O
@、
能
登
二
一
七
⑦
、
越
中

で
、
北
陸
三
県
、
な
か
で
も
越
中
の
地
麻
依
存
率
が
低
か
っ
た
。



北陸における明治前期の繊維産業

注

① 

規
準
年
次
を
明
治
一
九
(
一
八
八
六
)
年
と
す
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
(
一
九
六
九
)

考
察
」
歴
史
地
理
学
紀
要
一
一
、
一
七
O
頁
参
照
。

越
前
の
絹
織
物
主
産
地
だ
け
は
、
福
井
を
主
と
す
る
福
井
平
野
で
あ
っ
た
。

一
反
当
た
り
平
均
単
価
(
円
)
は
、
福
井

t
大
野
二
了
一
二
、
魚
沼
及
び
古
志
二
・
三
、
加
賀
南
西
部
-
・

0
、
越
中
南
西
部
0
・七。

一
反
当
た
り
平
均
単
価
(
円
)
は
、
越
後
平
野
0
・
六
、
金
沢
平
野
0
・
五
、
越
中
(
新
川
木
綿
0
・
二
、
高
岡
木
綿
0
・三)。

一
反
当
た
り
平
均
単
価
(
円
)
は
、
魚
沼
及
び
古
志
二
・
一
、
能
登
南
部
一
・

0
、
越
中
南
西
部
0
・
七
、
大
野

i
福
井
0
・三。

明
治
一
六
(
一
八
八
一
二
)
年
勧
業
年
報
に
よ
る
。

明
治
二

O
(
一
八
八
七
)
年
勧
業
年
報
に
よ
る
。

「
明
治
前
期
に
お
け
る
綿
織
業
に
関
す
る

⑦⑤③④③②  越
後
で
は
、
亀
田
上
・
中
・
下
三
町
八

O
O戸
の
う
ち
木
綿
賃
機
農
家
は
二
五

l
二
六
戸
で
あ
り
、
綿
糸
を
東
京
か
ら
、
藍
を
近
在
お

よ
び
五
泉
地
方
か
ら
仰
、
ぎ
、
洋
糸
お
よ
び
輸
入
染
料
を
全
く
使
わ
な
か
っ
た
。
ま
た
絞
織
・
絞
様
染
め
の
生
産
に
は
、
南
蒲
原
郡
吉
田
の

白
木
綿
が
使
わ
れ
た
。
し
か
し
「
其
糸
ノ
太
ク
織
ノ
粗
キ
ガ
タ
メ
大
抵
庄
内
会
津
地
方
一
一
入
リ
テ
東
京
一
一
来
ラ
ズ
①
」
と
さ
れ
、
亀
田
は
会
津
へ

の
通
路
と
目
さ
れ
て
い
た
o

仲
買
三
人
が
中
核
と
な
り
、
三
・
九
の
六
斎
市
取
引
高
は
一
、

0
0
0反
に
お
よ
ん
で
い
た
o

亀
田
よ
り
も

良
質
と
さ
れ
て
い
た
小
須
戸
の
飛
白
も
「
外
観
甚
タ
宜
シ
カ
ラ
サ
レ
ド
モ
堅
牢
ニ
シ
テ
能
ク
久
シ
キ
ニ
壌
ウ
ヘ
シ
②
」
と
い
う
実
用
品
で
あ
っ
た
。

33 

粗
製
で
あ
る
た
め
に
製
織
能
率
は
婦
女
子
一
日
平
均
一
反
で
あ
り
、
栃
木
県
・
大
阪
府
の
場
合
③
よ
り
も
著
し
く
高
能
率
で
あ
っ
た
。

小
杉
村
で
も
良
質
飛
白
木
綿
が
つ
く
ら
れ
、
高
田
の
女
紅 単

価
は
一
反
一
・
二
円
で
、
縞
木
綿
と
し
て
は
廉
価
で
あ
っ
た
@
o

こ
の
ほ
か
、
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興産社の原料購入と生産目

、二夫 小倉織 縞木綿
明治17年"18 11 I " 19 " 明治1吋グ附 I"18 

原 料(貫〉 洋総 620 グ 1，033 グ 1，022和総 702I " 811 I " 582 

l悶価格(円) 1，302 2，169 

仕入先 大阪 グ H H H H 

生同 価産量格 ((反円 川 65851528412肌
1，246 3，736 5， 243 I 4， 938 I 3， 963 I 2， 221 

L不1明治:年| 袴 地

λf 18 グ

原料働|山 5 矧 1~271 " 4M ρ1，6701 15 " 1，531 
仕入先地 方 λy 

l生准最!… l-144 " 97;;ド地 反

同価格(円) I " 1，215 か 73 49 " 638 

第4表

場
で
は
機
数
二
七
、

工
女
三

O
人
に
よ
っ
て
年
産
三

O
O反
の
生

産
を
あ
げ
る
に
過
ぎ
ず
、
柏
崎
下
町
の
女
紅
場
で
も
木
綿
織
物
が

つ
く
ら
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
加
賀
で
は
、

一、一ニ

O
O人
に
お
よ
ぶ
旧
藩
士
族
卒

明治19(1886)年石川県勧業年報 pp.138-41による。

へ
の
土
族
授
産
金
七
万
円
を
も
っ
て
始
め
ら
れ
た
金
沢
高
岡
町
の

興
産
社
が
、
原
糸
を
大
阪
に
、
染
料
を
地
方
に
仰
い
で
い
た
。
そ

し
て
明
治
一
八
(
一
八
八
五
)
年
、
県
庁
か
ら
の
役
人
の
派
遣
に
よ

っ
て
、
製
品
を
木
綿
縞
織
か
ら
小
倉
洋
服
地
(
道
査
・
兵
士
用
)

に
転
換
し
た
@
o

織
工
数
は
明
治
一
七
(
一
八
八
四
)
年
、
男
九
、

翌
一
八
(
一
八
八
五
)
年
、
男
一
一
、

女
九
三
、

九

女
八
五
、

(
一
八
八
六
)
年
、
男
二
、
女
九
六
で
、

賃
金
は
日
給
最
低
三
銭
、

最
高
一
三
銭
で
あ
っ
た
。
原
料
購
入
と
生
産
に
つ
い
て
は
、
第
4

表
の
通
り
で
あ
っ
た
。

越
中
木
綿
生
産
の
約
八
割
が
、
洋
糸
を
原
料
と
す
る
信
州
・
越

後
向
け
粗
製
品
で
あ
っ
た
@
の
に
対
し
て
、

前
述
の
よ
う
に
、
越

〔注〕

後
で
は
こ
れ
よ
り
も
高
単
価
で
和
糸
を
原
料
と
す
る
庄
内
・
会
、
津

向
け
の
生
産
、
加
賀
で
は
洋
糸
に
よ
る
三
越
・
佐
渡
・
北
海
道
向



け
⑦
の
越
後
に
次
ぐ
高
単
価
生
産
が
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

越
後
の
絹
織
物
生
産
は
、
好
況
期
の
明
治
二
ニ
(
一
八
八
O
)
年
に
は
、
約
九
・
六
万
反
、

四
六
万
円
に
お
よ
ん
で
い
た
。
中
蒲
原
郡
の

五
泉
で
は
、
絹
織
農
家
戸
数
は
全
戸
数
一
、

0
0
0戸
に
対
し
て
八
戸
に
過
ぎ
ず
、
繭
・
藍
を
近
在
に
求
め
、
原
糸
・
染
料
は
自
製
で
、

製
織
能
率
は
一
日
約

0
・
七
反
で
あ
っ
た
が
、
単
価
は
七
・
五

t
一
五
・

O
円
を
示
し
て
い
た
。
製
品
は
、
柏
崎
ま
た
は
小
千
谷
の
商
人

を
経
由
し
て
東
京
へ
送
ら
れ
て
い
た
。
五
泉
平
は
仙
台
平
に
類
似
し
て
い
た
が
、
布
地
が
粗
薄
な
こ
と
が
欠
点
で
あ
っ
た
。

岩
船
郡
山
辺
里
村
で
は
、
明
治
七

l
八
(
一
八
七
四

t
五
)
年
こ
ろ
か
ら
注
文
生
産
に
よ
っ
て
村
上
平
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
が
、
製
品
は
、

上
等
品
(
仙
台
平
)

か
ら
下
等
品
(
五
泉
平
)
ま
で
あ
っ
た
。

明
治
一

O
(
一
八
七
七
)
年
、
山
梨
県
か
ら
織
物
教
師
を
招
い
て
海
機
織
生
産
を
は
じ
め
た
長
岡
女
紅
場
で
は
、

明
治
一
三
(
一
八
八
O
)

北陸における明治前期の繊維産業

年
、
女
生
徒
六
一
人
を
擁
し
、
官
金
一
万
円
の
補
助
を
得
て
、
海
機
一
一
泉
地
(
一
匹
七

l
八
・
五
円
)

お
よ
び
傘
地
(
一
匹
一
五
・
五

l
一

六
円
)
を
製
織
し
て
い
た
が
、
販
路
は
お
も
に
越
後
お
よ
び
羽
後
地
方
で
あ
っ
た
。

古
志
郡
栃
尾
の
縞
紬
は
、
延
宝
年
間
の
白
紬
生
産
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
寛
政
一

O
(
一
七
九
八
)
年
、
栃
堀
村
名
主
植
村
角
左
衛
門
に
よ

っ
て
白
紬
単
価
の
二
倍
に
お
よ
ぶ
縞
紬
に
改
良
さ
れ
、
嘉
永
(
一
八
四
八

1
五
一
子
年
)
こ
ろ
三
万
匹
、
明
治
三

1
四
こ
八
七

o
t七
二
年
こ

ろ
二
万
匹
、

さ
ら
に
同
六

l
七
(
一
八
七
三

l
七
四
)
年
こ
ろ
四
万
匹
、
同
一
五
(
一
汎
六
己
)
年
五
万
匹
の
生
産
高
を
あ
げ
て
い
た
。
阿
波
・

大
阪
か
ら
の
藍
の
移
入
は
、
年
間
一
、

0
0
0俵
に
達
し
て
い
た
o

製
品
の
取
引
は
仲
買
四

O
戸
に
独
占
さ
れ
て
い
た
が
、
彼
等
は
「
何

れ
も
大
商
な
る
に
あ
ら
ず
、

自
ら
郷
村
を
俳
相
似
し
て
買
取
り
文
郷
村
よ
り
自
製
の
口
聞
を
持
ち
来
る
と
き
は
時
価
に
照
し
て
買
入
れ
以
て
他
国
商
人
の
来
る

を
待
つ
な
り
而
し
て
当
所
仲
買
よ
り
直
に
他
方
に
輸
り
て
売
る
こ
と
な
き
@
」
生
産
地
仲
買
の
域
を
出
な
か
っ
た
。

販
路
は
関
東
・
北
陸
を
主
と
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し
、
次
い
で
関
西
・
奥
羽
・
北
海
道
に
も
拡
大
さ
れ
て
い
た
。



閲
さ
れ
、
数
寄
屋
織
(
絹
織
)

縮
で
知
ら
れ
た
小
千
谷
の
授
産
所
は
、
明
治
七
(
一
八
七
四
)
年
に
つ
く
ら
れ
た
後
一
時
閉
鎖
さ
れ
た
が
、
同
一
一
(
一
八
七
八
)
年
に
再

の
生
産
を
開
始
し
た
。
同
所
で
は
原
糸
購
入
の
都
度
仕
入
金
を
集
め
て
お
り
、
高
機
二
台
を
備
え
、
三
都

36 

を
主
要
販
路
と
し
て
い
た
。

調
波
郡
東
部
の
城
端
・
井
波
両
町
で
織
ら
れ
て
い
た
越
中
の
絹
織
物
は
、
最
盛
期
(
明
治
二
ニ

1
一
四
(
一
八
八

o
t八
一
年
)
に
は
、
三

一
五
・
二
万
反
の
生
産
を
あ
げ
て
い
た
が
、
明
治
一
六

t
一
九
(
一
八
八
三
l
八
六
)

百
数
十
戸
の
織
屋
、
千
数
百
人
の
織
婦
に
よ
っ
て
、

第5表 井波・城端における絹織物生産

77之とl明治1昨(明治1吋明治18年(明治19副
織婦数以)I 770 I日oI 600 I 420 I 
生産高(1，000反) I 87 I 64 I 71 I 78 I 
生産額(1，000円) I 73 I 45 I 48 I 56 I 

〔注〕 戸数は明治18(1885)年290，翌19(1886)年270，

資料:明治17(1884)~19(1886)年富山県勧業年報

年
に
は
著
し
い
減
産
を
示
し
た
(
第
5
表)。

と
く
に
同
一
七
(
一
八
八
四
)
年
、

絹
布
一

O
O反
の
地
方

相
場
二
・
八
円
に
対
し
て
、
京
阪
相
場
は
二
・
五
円
に
下
落
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
京
阪
・
名
古
屋
の

国
内
市
場
を
主
要
市
場
と
し
て
い
た
越
中
の
絹
織
物
生
産
は
、
著
し
い
打
撃
を
う
け
て
単
価
が
低
か
っ
た

の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
こ
の
よ
う
な
減
産
は
、
紙
幣
整
理
に
基
づ
く
不
況
に
起
因
し
て
い
た
が
、

一方、

越
中
産
絹
織
物
が
粗
質
で
あ
っ
た
こ
と
も
見
逃
、
が
せ
な
い
。
こ
の
点
、
同
じ
く
粗
質
で
は
あ
っ
た
が
、
関

東
・
北
陸
を
主
要
市
場
と
す
る
越
後
の
高
単
価
絹
織
生
産
が
増
大
し
た
の
と
は
対
照
的
で
あ
っ
た
。
加
賀

絹
も
、
京
阪
へ
出
荷
さ
れ
た
の
ち
に
染
色
さ
れ
る
一
実
生
地
、
い
わ
ゆ
る
裏
紅
葉
(
う
ら
も
み
)
で
あ
っ
た

た
め
に
、
単
価
が
低
か
っ
た
。

福
井
に
お
け
る
奉
書
紬
生
産
は
第
6
表
の
通
り
で
、
明
治
一
六
(
一
八
八
三
)
年
お
よ
び
同
一
九
(
一
八

八
六
)
年
の
単
価
は
、
他
地
域
と
比
べ
て
著
し
く
高
か
っ
た
。
同
一
五
(
一
八
八
二
)
年
は
、
他
の
産
品
の

商
況
不
振
の
中
で
「
独
リ
諸
織
物
一
一
至
リ
テ
ハ
絹
ト
布
ト
ヲ
択
ハ
ス
其
地
質
ノ
堅
徹
ナ
ル
カ
為
メ
カ
声
価
漸
ク
高
ク

各
地
方
ハ
輸
搬
ノ
額
歳
々
数
十
万
円
ニ
下
ラ
ス
殊
-
一
甲
斐
絹
織
ノ
如
キ
一
一
至
リ
テ
ハ
現
一
一
本
地
各
所
一
一
製
出
ス
ル
生
糸



号|山地ぷV寸?閉|明治時附脚17年|明治凶
王l足羽(福井)川l枠 μ j 却似(臼3∞附)バl 
場!大野 0.4(11)1 

産|(内大野)I I 0.1(10)1 
存〔回特生産額69.000円，

そ ( )内は織工数
は

第
7 
表
の
よ
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も
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ヵ:
あ
げ
ら
れ

織
工
会
社
l主
奉
呈主

紬
生
産
ぷ〉

社
と
比
較
し
て
職
工
数
治:

少
な
く

越前の奉書紬生産 1000反一

)

)

)
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北陸における明治前期の繊維産業

第B表

ト
共
一
ニ
海
外
各
邦
一
一
一
輸
出
ス
ル
モ
ノ
ア
ル
ニ
至
レ
リ
@
」
と
い
う
好
況
を
呈
し
て
い
た
。

明
治
二
二
(
一
八
八
O
)
年
旧
福
井
藩
六
人
に
対
す
る
五
、
四
一
五
円
の
授
産
資
金
を
も
っ
て
始
め
ら
れ

た
煽
幅
傘
地
生
産
の
織
工
会
社
は
、
翌
年
以
降
、

ハ
ン
カ
チ

i
フ
生
産
を
兼
ね
、

「
専
ラ
精
実
ヲ
旨
ト
シ

織
製
方
注
意
ヲ
加
へ
シ
ヨ
リ
隔
幅
傘
地
は
山
梨
県
産
出
ノ
甲
斐
絹
一
一
照
較
セ
リ
廉
ナ
ラ
ス
ト
雄
モ
多
量
ノ
糊
油
等
ヲ
使

用
セ
サ
ル
ヨ
リ
永
ク
保
存
ス
ル
モ
斑
星
ヲ
生
ス
ル
事
ナ
ク
又
絹
質
硬
軟
相
適
シ
芳
世
人
ノ
信
用
ヲ
得
ル
ニ
至
レ
リ
既
一
一

大
坂
洋
傘
製
造
会
社
へ
売
込
ミ
タ
ル
分
ハ
海
外
へ
モ
輸
出
シ
漸
次
販
路
モ
拡
張
ス
ル
ノ
見
込
ア
リ
シ
カ
夏
季
以
降
鼻
拭

地
(
筆
者
注
ハ
ン
ゴ
チ
1
7
)

ノ
注
文
彩
多
ナ
ル
ヨ
リ
該
品
製
造
一
一
繁
劇
ナ
ル
ト
資
力
ノ
乏
シ
キ
ニ
由
リ
一
時
ニ
一
向
品
製
織

ノ
業
ヲ
盛
ニ
ス
ル
ノ
手
段
ナ
ク
去
レ
ト
モ
士
族
中
機
織
ノ
業
一
一
従
事
ス
ル
モ
ノ
ノ
伝
習
ヲ
乞
フ
モ
ノ
亦
僅
少
ナ
ラ
サ
ル

ヲ
以
テ
将
来
産
額
ヲ
増
加
シ
漸
次
社
運
ヲ
シ
テ
益
々
拡
張
ナ
ラ
シ
メ
ン
事
ヲ
期
ス
@
」
と
い
う
好
況
で
、
大
阪
を
経

由
し
て
内
外
市
場
と
結
び
つ
い
た
製
品
の
付
加
価
値
の
高
さ
を
示
唆
し
て
い
る
c

無
動
力
で
あ
っ
た
が
、
資
本
金
・
収
入
金
・
生
産
額
が
大
き
か
っ
た
。

越
後
で
は
、
戸
数
一
、
七

O
Oの
小
千
谷
に
お
い
て
、
縮
の
織
布
戸
数
六

O
O、
畳
職
@
二
四
戸
に
お
よ
び
、

O
戸
を
数
え
て
い
た
。
北
魚
沼
郡
堀
の
内
・
南
魚
沼
郡
塩
沢
を
主
と
す
る
白
縮
布
・
白
飛
白
の
ほ
か
は
、
，
紺
縞
・
紺
飛
白
が
多
か
っ
た
@

縮
商
四

O
戸
・
仲
買
六

原
料
苧
を
米
沢
・
会
津
に
仰
ぎ
紡
糸
か
ら
織
布
ま
で
約
一
カ
月
を
要
し
た
と
い
わ
れ
、
上
層
農
家
で
も
織
機
二
台
が
限
度
で
あ
っ
た
。
化
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政
期
(
一
七
O
四

1
一
八
二
九
)
の
年
産
約
五

O
万
反
に
比
べ
る
と
、
明
治
一
五
(
一
八
八
二
)
年
こ
ろ
は
年
産
約
二

O
万
反
に
減
産
し
て
い

た
。
販
路
は
東
京
・
大
阪
・
京
都
・
名
古
屋
の
諸
都
市
で
、
生
産
量
の
少
な
い
白
縮
布
だ
け
が
神
戸
経
由
で
中
国
へ
輸
出
(
年
二

O
O反
)
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さ
れ
て
い
た
。
塩
沢
お
よ
び
そ
の
付
近
の
製
品
は
小
千
谷
・
六
日
町
・
十
日
町
・
塩
沢
、
十
日
町
お
よ
び
そ
の
付
近
の
製
品
は
小
千
谷

で
、
そ
れ
ぞ
れ
売
買
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
数
寄
屋
織
(
絹
織
)

の
流
行
に
引
き
か
え
、
織
布
が
礼
式
用
と
し
て
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
た

め
に
、
需
要
が
減
退
し
た
。

一
方
、
三
島
郡
の
与
板
(
戸
数
一

0
0
0
)
で
は
、
越
後
お
よ
び
北
海
道
向
け
の
畳
糸
生
産
が
多
く
、
職
工
一

O
O人
を
も
っ
蹟
盛
社

で
は
、
年
間
純
益
一

O
五
円
余
を
あ
げ
て
い
た
。
麻
糸
は
畳
糸
の
ほ
か
、
北
海
道
南
部
お
よ
び
津
軽
地
方
向
け
の
漁
網
用
材
料
と
し
て
重

要
で
あ
り
、
下
刈
羽
郡
の
荒
浜
村
で
は
、
南
蒲
原
郡
・
三
島
郡
産
の
麻
皮
を
原
料
と
し
て
、
年
産
五
、

0
0
0個
(
二
五
万
円
)
に
お
よ

ぶ
腕
袋
建
網
・
鯨
差
網
・
鱒
袋
網
な
ど
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
。
同
郡
宮
川
村
お
よ
び
そ
の
近
村
で
も
、
南
蒲
原
郡
中
条
外
数
カ
村
産
麻
皮

を
原
料
と
し
て
、
年
産
三
、

五
O
O個
(
一
二
万
円
)
に
お
よ
ぶ
同
種
の
網
類
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
。
宮
川
村
に
は
、
坪
田
佐
平
太
・
牧
口

吉
重
郎
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
る
製
網
商
会
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
宝
暦
六
(
一
七
五
六
)
年
こ
ろ
、
坪
田
の
先
祖
が
蝦
夷
か
ら
注
文
を
受
け

て
、
数
十
個
製
造
し
た
の
に
始
ま
る
と
い
わ
れ
る
o

生
産
形
態
と
し
て
は
、
前
述
の
荒
浜
村
に
お
け
る
士
族
牧
内
某
の
経
営
に
み
ら
れ
る



よ
う
に
、
原
麻
↓
料
糸
↓
製
網
の
三
工
程
が
分
業
化
さ
れ
、
最
終
の
製
網
工
程
で
は

「
料
糸
を
各
戸
に
分
配
し
て
製
⑬
」
す
る
と
い
う
農

家
副
業
で
あ
っ
た
。

越
後
縮
よ
り
も
単
価
の
低
か
っ
た
能
登
縮
は
大
阪
お
よ
び
尾
張
に
販
路
を
も
つ
ほ
か
「
一
旦
商
人
ノ
手
一
一
附
ス
レ
パ
越

明
治
一
九
(
一
八
八
六
)

後
縮
ノ
名
ヲ
冠
リ
(
中
略
)
遂
一
一
産
地
ノ
声
誉
ハ
顕
ハ
レ
サ
ル
ニ
至
ル
⑬
」
と
い
う
代
替
的
生
産
の
傾
向
も
強
か
っ
た
。

「
該
製
織
ハ
其
起
源
茜
タ
遠
ク
年
々
其
産
ア
リ
シ
モ
世
人
之
ヲ
知
ル
モ
ノ
寡
シ
姦
商
輩
之
ヲ
越
後
一
一
送
リ
再
調
シ
テ
越
後
縮
ト

鹿
島
郡
能
登
部
付
近
、

年
の
勧
業
年
報
に
も
、

北陸における明治前期の繊維産業

第 B表砺波郡における麻織物生産

1-;E之判明治16年 1明治時!明治同型竺
織婦数(人)1 15，142 1 11，192 1 11，00叫32，000':+

生産高α000反)1 133 1 118 1 15剖 136 

生産額α000町 761 61 1 8到 73 

E注〕 保付記されている製造者28，000人は戸数と考えられる
ので 1戸当たり約1.1人となる。資料:明治17(1884)

"-'19年(1886)年富山県勧業年報
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第g表 礁波・射水両郡における苧粕生産

;¥¥¥|郡名|明治1問治問明治畔|明治19年

|射水 128， 0001 11， 0001 8， 0001 
織婦数(人)1 ;~::: 1 ~' AAJ ，-~AJ :' AAJ 

|砺波 8，0001 4， 0001 1， 0001 

|射水 2，2001 8州 650mM6
砺波 3，1831 9941 363，10911，852，600 

資料:明治17(1884)"-'19(1886)年富山県勧業年報

6，000 

39，000 

粕

シ
之
ヲ
四
方
一
一
議
キ
シ
⑬
」
と
記
さ
れ
、

羽
咋
郡
阿
部
屋
・
大
念
等
を
主
産
地
と
し
、
染
め
ま
た
は
飛
白

の
惟
子
地
が
多
か
っ
た
。
代
替
的
生
産
と
し
て
の
粗
製
濫
造
の

不
面
目
を
一
新
す
る
た
め
製
布
会
社
が
結
成
さ
れ
、
能
登
縮
の

名
は
、
明
治
一
六
(
一
入
八
コ
一
)
年
の
第
一
回
関
西
府
県
聯
合
共

進
会
、
同
一
八
(
一
八
八
五
)
年
の
内
国
五
品
共
進
会
へ
の
出
品

に
よ
っ
て
喧
伝
さ
れ
た
。

越
中
に
お
け
る
腐
波
郡
福
野
・
福
光
・
戸
出
・
杉
木
新
各
村

を
主
と
す
る
麻
織
物
は
能
登
よ
り
も
低
単
価
で
生
産
さ
れ
て
い

た
が
、
そ
の
農
家
副
業
産
品
と
し
て
の
意
義
は
、
東
方
の
新
川

木
綿
生
産
⑬
と
と
も
に
大
き
か
っ
た
(
第
8
表
)
。
し
か
し
麻
織

〔注〕

物
の
販
路
は
三
都
を
主
と
し
北
陸
諸
国
を
従
と
し
て
お
り
、
越

中
に
お
け
る
絹
織
・
綿
織
い
ず
れ
の
場
合
よ
り
も
広
か
っ
た
こ



二
子
、
一
四
(
一
八
八

o
i八
一
)
年
こ
ろ
の
最
盛
期
と
比
べ
て
、
約
三
割
に
減

40 

と
が
注
目
さ
れ
る
。
明
治
一
九
(
一
入
八
六
)
年
の
産
額
は
、

「
当
業
者
カ
熱
心
計
画
ノ
結

少
し
て
い
た
。
し
か
し
同
一
六

l
一
九
三
八
八
三

t
一
八
六
)

福井県の蚊帳生産

F地=三一域二三一~三rてhご斉ア¥¥皮一I十| 明治 17年 明治 18年|
生産高製造人-l員 ω (1， OOD張)員(人)

;'1':珊蜘糊ーヶ)刷| 15 7 持 221 12 

大野郡(大野) 13 300 10 200 

南条郡 8 27 6 23 

今立郡川 22 40 17 47 

第10表

東(うち，〔注〕 ヨ.1明治17年蚊帳布生産12，000反，製造人員35人，

郷二ケ7，000反，製造人員5人)

徒 2 うち，東郷二ケ7，000張，製造人員5人

長 3うち，栗田部20，000張，製造人員30人

資料:明治17~18 (1884~85) 年福井県統計書

年
に
お
け
る
減
産
が
著
し
く
な
い
理
由
と
し
て

果
ニ
シ
テ
即
近
今
頻
リ
ニ
飛
白
、

藍
色
、

織
成
ヲ
改
良
シ
⑬
」
た
面
が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
O 

麻
織
物
と
並
ぶ
主
要
な
農
家
副
業
生
産
品
と
し
て
、
射
水
・
硝
波
両
郡
に
わ
た
る

苧
粕
が
あ
る
。
第
9
表
の
よ
う
に
、
生
産
地
域
の
中
心
は
射
水
か
ら
嘱
波
へ
と
南
下

し
、
多
数
の
織
婦
に
よ
っ
て
、
広
く
生
産
さ
れ
て
い
た
。
問
屋
数
は
七

0
1八
O
戸

に
お
よ
び
、
近
江
を
始
め
京
都
・
奈
良
を
主
と
す
る
関
西
に
販
路
を
も
ち
、

明
治
一

九
(
一
八
八
六
)
年
の
生
産
高
は
、
最
盛
期
で
あ
っ
た
明
治
一
四

t
一
五
(
一
八
八
一

1

八
二
)
年
の
状
態
に
回
復
し
た
。

明
治
一
四
(
一
八
八
一
)
年
の
福
井
県
統
計
書
に
よ
っ
て
繊
維
関
係
品
目
の
動
き
を

み
る
と
、
移
出
額
が
移
入
額
の
約
二

O
倍
で
あ
り
、

移
出
額
の
大
半
が
蚊
帳
で
あ
っ

て
、
盛
大
な
蚊
帳
布
生
産
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
o

蚊
帳
布
用
の
麻
織
物
は
低

単
価
で
あ
っ
た
。
明
治
一
六
(
一
八
八
三
)
年
、
大
野
郡
の
蚊
帳
布
生
産
は
約
一
六
万

帳
、
二
・
一
万
円
余
に
達
し
て
い
た
が
、

同
一
七

1
八

(
一
八
八
四

i
五
)

年
の
生

産
規
模
は
足
羽
(
福
井
・
東
郷
二
ケ
)

に
お
い
て
大
き
く
、
今
立
・
南
条
が
こ
れ
に

次
ぎ
、
大
野
で
は
き
わ
め
て
小
さ
か
っ
た

(
第
叩
表
)
0
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一
般
に
、
東
日
本
に
販
路
を
も
っ
越
後
で
は
、
一
二
織
物
の
産
地
が
近
接
し
、
高
単
価
で
あ
っ
た
点
が
注
目
さ
れ
、
こ
れ
に
次
い
で
石
川

県
、
と
く
に
代
替
的
生
産
物
で
あ
っ
た
加
賀
絹
・
能
登
縮
、
一
二
越
・
佐
渡
・
北
海
道
向
け
の
加
賀
の
綿
織
物
が
あ
げ
ら
れ
る
⑮
O

」
れ
に

対
し
て
三
都
・
名
古
屋
・
北
陸
に
販
路
を
も
っ
越
中
・
越
前
の
織
物
は
、
大
阪
経
由
で
内
外
市
場
と
結
び
つ
い
た
越
前
の
絹
織
物
を
除
け

ば

一
般
に
低
単
価
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
輸
出
に
よ
る
製
糸
ブ

l
ム
が
越
後
・
越
前
に
表
わ
れ
た
こ
と
と
と
も
に
、
西
日
本
市
場
に

対
す
る
東
日
本
市
場
の
相
対
的
優
位
を
示
唆
し
て
い
る
o

注

⑤④③②①  

農
商
務
省
工
務
局
月
報
第
八
号
(
明
治
一
五
(
一
入
八
二
)
年
)

同
第
二
六
号
(
明
治
一
七
(
一
八
八
四
)
年
)
三
七
頁

拙
稿
(
一
八
六
九
)
「
明
治
前
期
に
お
け
る
綿
織
業
に
関
す
る
一
考
察
し
歴
史
地
理
学
紀
要
一
一
、
一
七

o
t三
頁

同
一
七
一
・
一
七
七
頁

こ
の
ほ
か
「
ハ
ン
カ
チ
l
フ
」
地
、
羽
二
重
、
綾
織
も
生
産
し
、
ま
た
小
立
野
与
力
町
に
八
、

0
0
0
町
歩
を
購
入
し
て
養
蚕
業
を
開
始
し
、
明

治
一
九
三
八
八
六
)
年
に
は
種
紙
七
枚
を
一
掃
き
立
て
た
。

前
掲
①
一
八
一
頁

明
治
一
九
(
一
八
八
六
)
年
石
川
県
勧
業
年
報
五
O
頁

前
掲
②
三
三
頁

明
治
一
五
(
一
八
八
二
)
年
福
井
県
勧
業
年
報

前
掲
①
に
よ
れ
ば
「
織
布
ヲ
水
中
ニ
投
ジ
採
出
シ
テ
日
ニ
晒
シ
鏡
子
ニ
テ
細
毛
ヲ
抜
ク
亦
若
干
日
ヲ
費
ヤ
ス
之
ヲ
畳
職
ノ
業
ト
ス
ー
一
と
あ
る
。

米
沢
・
会
津
か
ら
の
原
料
苧
の
輸
送
は
、
寛
文
こ
六
六
四

l
七
二
)
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
(
石
田
竜
次
郎
(
一
九
六
一
)
「
能

登
上
布
|
日
本
の
村
落
工
業
に
関
す
る
事
例
研
究
」
一
橋
論
叢
四
六
・
六
、
一
二
二
頁
)
。
な
お
原
料
産
地
米
沢
・
会
津
と
の
結
び
つ
き
は
、
F

慶
長

一
七
頁

⑪⑬②⑥⑦①  
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⑪⑬⑬⑬⑬⑫  

三
(
一
五
九
八
)
年
上
杉
景
勝
の
移
封
に
伴
っ
て
苧
は
上
杉
公
に
随
き
て
会
津
へ
行
き
た
り
と
評
さ
れ
た
事
情
(
渡
辺
一
郎
一
九
六
O
)

縮
」
(
日
本
産
業
史
大
系
5
、
二
六
六
頁
)
に
起
因
す
る
。

前
掲
②
二
一
O
頁

興
業
意
見
一
一
一
巻
、
明
治
前
期
経
済
財
政
史
料
集
成
、
九
頁

同
年
報
四
九
頁
。
な
お
製
品
の
越
後
へ
の
輸
送
は
化
政
期
以
来
の
こ
と
で
あ
っ
た
(
前
掲
⑪
三
七
頁
)
。

前
掲
①
一
八

o
t
一頁

明
治
一
七
(
一
八
八
四
)
年
富
山
県
勧
業
年
報
、
七
一
頁

繊
維
輸
出
金
額
の
上
で
は
筆
頭
を
占
め
る
蚊
帳
(
六
八
、
八
O
O張
、
二

O
、
O
九
O
、
O
二
五
円
)
が
麻
苧
(
一

0
0、
四
O
O個
、
二
八
、

三
四
六
円
)
、
木
綿
(
五
二
、
二
五
O
反
、
七
、
八
三
八
円
)
を
切
り
離
し
て
い
た
。

付
加
価
値
が
高
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
帯
地
生
産
は
第
三
次
農
商
務
統
計
表
(
一
八
八
六
)
に
よ
れ
ば
、
北
陸
で
は
越
後
男
物
一

O
八
木
・
二
八

九
円
、
女
物
一
二

O
本
・
五
六
三
円
、
加
賀
男
物
六
七
本
・
一
八
五
円
、
女
物
五
不
・
九
九
円
だ
け
で
あ
っ
た
。

「
越
後

⑬ 新
潟
県
庁
は
、
明
治
八
(
一
八
七
五
)
年
、
紬
木
綿
の
濫
造
を
取
り
締
ま
る
た
め
、
組
合
を
結
成
す
る
よ
う
に
指
導
し
、

翌
九

(
一
八
七

六
)
年
、

組
合
の
取
り
締
ま
り
品
目
の
中
に
縮
布
を
も
含
め
る
よ
う
に
達
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
一
二
大
区
各
小
区
の
紺
屋
総
代
二
一

人
・
機
職
総
代
一
三
人
の
ほ
か
、
十
日
町
の
縮
仲
買
総
代
・
縮
買
宿
総
代
各
二
人
の
連
署
に
よ
る
縮
布
結
縮
濫
製
取
調
組
合
条
約
書
@
が

作
成
さ
れ
た
が
、
そ
の
内
容
は
右
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

( 

一
、../

国
産
縮
布
結
縮
の
濫
製
贋
造
を
防
止
す
る
た
め
に
、
織
屋
総
代
と
紺
屋
職
仲
買
と
の
協
議
を
行
な
う
o

( 

一一、.-'
十
二
大
区
を
妻
有
組
と
名
づ
け
、
そ
の
う
ち
一

l
四
小
区
を
甲
組
、

八
l
一
一
小
区
を
丙
組
と
し
、
各

五

t
七
小
区
を
乙
組
、

組
に
三
ケ
所
以
内
の
検
査
場
を
設
け
、
各
組
か
ら
選
ば
れ
た
紺
屋
職
二
人
が
事
務
担
当
の
世
話
係
と
な
る
。



( 

一、-'

検
査
合
格
品
に
三
具
製
印
グ
を
押
し
、
不
合
格
品
に
対
し
て
は
、

さ
ら
に
同
業
三
名
以
上
立
ち
会
い
で
吟
味
し
て
グ
濫
製
印
ぷ

を
押
す
。
ま
た
帳
簿
に
検
査
番
号
・
検
査
月
日
・
織
屋
姓
名
お
よ
び
村
名
を
記
載
し
、
製
品
に
各
組
名
・
検
査
番
号
を
記
入
す
る
。

(
四
)

検
査
子
数
料
は
、

一
反
に
つ
き
縮
布
は
一
銭
以
内
、
結
縮
は
五
厘
以
内
と
し
、

い
ず
れ
も
織
屋
と
紺
屋
が
折
半
し
て
納
入
す

る
。
指
縮
糸
の
場
合
は
、
数
軒
も
の
紺
屋
に
よ
っ
て
染
め
ら
れ
た
糸
を
混
ぜ
織
り
す
る
こ
と
が
多
く
、

ま
た
上
染
め
糸
を
使
っ
て
も
織
工

技
術
い
か
ん
に
よ
っ
て
不
良
品
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
織
屋
は
、
紺
屋
か
ら
染
め
糸
を
受
取
り
次
第
、
検
査
場
で
仮
検
査
を
受
け
、

染
色
が
不
十
分
な
ら
ば
、
紺
屋
に
染
め
直
し
を
要
求
す
る
。

す
る
。

北陸における明治前期の繊維産業

(
五
)

各
検
査
場
は
、
検
査
手
数
料
を
も
っ
て
独
立
採
算
に
よ
り
収
支
を
ま
か
な
う
関
係
上
、
甲
・
乙
・
丙
各
組
の
管
轄
区
域
を
厳
守

(
六
)

一
反
ご
と
に
、
模
様
染
め
縮
布
に
は
そ
の
端
に
紺
屋
の
村
名
家
名
印
を
織
り
込
み
、
縞
縮
布
に
は
布
端
一
寸
の
部
分
に
黄
糸
を

織
り
込
ん
で
紺
屋
の
村
名
姓
名
の
印
判
を
押
す
。
そ
の
標
糸
は
紺
屋
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
る
。
結
縮
は
、

一
機
で
数
反
織
り
続
け
る
関
係

上
、
標
糸
を
織
り
込
ま
ず
、
製
造
人
の
村
名
・
姓
名
の
印
判
を
押
す
。
た
だ
し
、
紺
屋
か
ら
離
れ
た
織
屋
は
一
寸
五
分
四
方
の
紺
屋
捺
印

の
紙
を
一
反
に
対
し
て
一
枚
ず
つ
紺
屋
か
ら
受
取
り
、
こ
の
紙
を
製
品
の
端
に
貼
付
し
て
検
査
を
受
け
て
も
よ
い
。

(
七
)

織
屋
が
、
模
様
、
染
め
の
縮
布
の
場
合
に
紺
屋
の
村
名
家
名
を
織
り
込
ま
な
か
っ
た
り
、
検
査
を
受
け
な
い
で
密
売
し
た
り
、

ま

た
は
仲
買
が
、
手
続
未
了
の
織
物
と
知
り
な
が
ら
仕
入
れ
た
場
合
に
は
、
罰
金
一
円
を
徴
収
さ
れ
る
@
o

(
八
)

紺
屋
は
、
検
査
の
結
果
、

グ
濫
製
印
H
H

を
押
さ
れ
た
場
合
、
違
約
金
一
反
に
つ
き
擬
染
縮
布
一
円
、
同
結
縮
五

O
銭
を
徴
収
さ

43 

れ
る
。
徴
収
し
た
違
約
金
の
半
額
は
織
屋
へ
支
給
さ
れ
、
残
額
は
組
合
に
お
い
て
積
み
立
て
る
@
o

(
九
)

縮
布
・
結
縮
と
も
立
機
(
半
製
品
)
を
取
引
す
る
場
合
、
当
事
者
双
方
の
熟
談
に
よ
っ
て
予
価
を
決
め
、
織
り
上
が
り
次
第
、
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買
い
入
れ
人
が
受
取
っ
て
、
織
屋
に
代
わ
っ
て
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
o

買
い
入
れ
人
が
、
織
屋
か
ら
検
査
料
を
受
取
っ
て
お
き

み
だ
り
に
売
っ
た
場
合
、
罰
金
一
円
を
徴
収
さ
れ
る
。

な
が
ら
検
査
を
受
け
な
か
っ
た
り
、

る
O (

一

O
)

仲
買
が
、
管
轄
以
外
の
組
の
検
査
を
受
け
た
場
合
、
仲
買
お
よ
び
そ
の
世
話
係
は
、

一
反
に
つ
き
五

O
銭
の
罰
金
を
徴
収
さ
れ

れ
を
集
計
し
て
、
検
査
係
に
報
告
す
る
。
検
査
係
は
、
各
組
戸
長
か
ら
の
報
告
数
量
と
検
査
帳
記
載
の
数
量
を
照
合
し
、
諸
費
な
ど
も
集

( 

ー
) 

年
二
回
の
決
算
は
、
次
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
る
。
小
区
各
組
で
は
、
織
屋
が
生
産
数
量
を
組
内
の
戸
長
に
通
知
し
、
戸
長
は
こ

計
し
て
出
納
帳
を
作
成
し
、
戸
長
に
連
絡
す
る
。

代
か
ら
、
こ
れ
に
続
い
て
、
翌
一
一
一
(
一
八
七
九
)
年
第
一
一
大
区
小
一
}
四
区
の
頚
城
郡
浦
田
組
二
番
組
紺
屋
職
総
代
、
同
織
屋
(
七
四
名
)
総

ほ
ぼ
次
の
よ
う
な
内
容
の
縮
布
約
定
承
認
願
が
提
出
さ
れ
た
。

( 

ー
) 

縮
布
を
す
べ
て
正
藍
で
念
入
り
に
染
め
、
そ
の
規
格
を
、
長
さ
鯨
尺
二
丈

t
二
丈
九
尺
、
幅
同
一
尺

l
九
寸
六
分
と
し
、
糸
紹

取
引
の
際
は
三
丈
と
す
る
。

( 

一、~

検
査
場
の
位
置
を
も
寄
り
の
村
々
が
適
宜
に
協
議
し
て
定
め
、
第
何
号
検
査
場
と
よ
ぶ
、
が
、
検
査
人
は
、
該
地
業
者
の
協
議
に

よ
っ
て
撰
定
さ
れ
る
。

( 

) 

縮
布
の
端
に
白
緯
一
寸
を
織
り
込
み
、
検
査
に
当
た
っ
て
染
色
村
名
・
織
屋
名
(
織
布
村
名
と
も
)
を
墨
書
し
、
記
帳
証
印
紙

と
照
合
し
て
番
号
を
つ
け
、
割
印
を
押
す
。
紺
屋
が
こ
の
証
印
紙
を
保
管
し
て
い
て
、
染
色
の
後
、
こ
れ
に
実
印
を
押
し
て
、
総
と
と
も

に
織
屋
へ
渡
す
。
織
屋
は
、
こ
れ
に
さ
ら
に
捺
印
し
て
、
縮
布
に
添
え
て
検
査
を
受
け
る
。

(
四
)

検
査
人
ば
、
紺
屋
・
織
屋
双
方
か
ら
一
反
に
つ
き
五
厘
ず
つ
検
査
手
数
料
を
受
取
り
、
証
印
紙
な
ど
の
購
入
費
に
あ
て
る
。



検
査
人
が
、
誤
っ
て
不
良
品
を
合
格
品
と
し
た
場
合
、
同
人
は
一
反
に
つ
き
二
円
の
罰
金
を
徴
収
さ
れ
る
。
と
く
に
私
情
に
よ

(
五
)

え

る
依
こ
の
取
引
が
発
覚
し
た
場
合
、
罰
金
を
五
円
と
す
る
o

こ
の
条
約
書
・
承
認
願
の
骨
子
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
独
立
採
算
的
な
組
合
組
織
を
特
色
と
す
る
厳
重
な
検
査
制
度
で
あ
っ
た
。
県
庁

が
ひ
な
形
ま
で
作
成
し
て
勧
奨
し
た
濫
製
取
締
組
合
は
、
藩
政
時
代
に
お
け
る
検
査
制
度
を
よ
り
組
織
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ

ぅ
。
問
屋
支
配
に
よ
っ
て
商
品
流
通
が
著
し
く
規
制
さ
れ
て
い
た
藩
政
時
代
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
藩
権
力
を
背
景
と
す
る
統
制
の
下

に
、
流
通
機
構
が
固
定
し
て
い
た
。
し
か
し
維
新
以
降
の
営
業
の
自
由
と
、
こ
れ
に
伴
う
市
場
構
造
の
変
貌
は
、

や
が
て
製
品
の
濫
造
を

ま
ね
き
、
再
び
以
前
よ
り
も
詳
細
な
規
制
を
設
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し
か
も
明
治
一

0
年
代
と
も
な
れ
ば
、
右
の
よ
う
な
決
算
手
続

を
伴
う
組
合
の
組
織
化
が
行
な
わ
れ
た
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

北陸における明治前期の繊維産業

一
方
、
能
登
の
織
物
生
産
に
は
、
安
政
年
間
以
降
、
織
工
の
激
増
が
み
ら
れ
、
明
治
一

O
(
一
八
七
九
)
年
、
七

O
カ
村
の
農
家
婦
女
子

二
、
五

O
O人
に
よ
っ
て
、
年
間
生
産
約
一
二
万
反
(
一
二
万
円
③
)
、

そ
の
利
潤
約
六
万
円
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
⑤
。
従
っ
て
濫
造
の
弊

害
を
防
過
す
る
た
め
に
、
製
布
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。

製
布
会
社
は
、
明
治
一

ol一
四
(
一
八
七
七

i
八
一
)
年
の
五
カ
年
を
結
社
期
間
と
し
て
、
創
設
さ
れ
た
。

本
社
を
徳
丸
村
に
置
き
、

と
り
あ
え
ず
支
庖
を
高
畠
村
に
設
け
、
事
業
の
進
歩
に
伴
い
支
庖
を
増
設
す
る
こ
と
と
し
て
発
足
し
た
の
で
あ
る
o

授
権
株
式
一
二
、
。
。

O
株
で
、
社
員
は
布
商
・
染
物
職
・
布
洗
職
の
三
業
者
で
構
成
さ
れ
た
。
社
員
は
、

一
株
(
一
業
)

に
つ
き
一

O
円
ず
つ
の
義
定
金
(
会

社
の
基
金
)
を
納
入
す
る
が
、

一
人
で
数
業
を
兼
ね
る
場
合
は
、

一
業
ご
と
に
納
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
社
員
の
新
規
加
入

に
は
、
社
中
協
議
を
必
要
と
し
、
加
入
の
際
、
義
定
金
の
ほ
か
創
立
費
を
納
入
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、
次
の
こ
と
が
社

45 

則
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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( 

ー
) 

株
券
を
譲
渡
す
る
場
合
、
両
当
事
者
連
印
の
書
類
を
提
出
す
る
o

社
中
協
議
の
上
、
こ
れ
が
許
可
さ
れ
れ
ば
、
株
式
の
書
き
替

え
が
行
な
わ
れ
る
。

( 

一一、回ノ

結
社
期
間
中
、
退
社
を
希
望
す
る
者
が
あ
れ
ば
、
社
中
協
議
の
上
、
こ
れ
を
許
可
し
、
会
社
は
、

(
明
治
一
四
(
一
八

解
社
期

戻
す
る
。

八
一
)
年
)
に
義
定
金
を
返
戻
す
る
o

た
だ
し
、
社
員
の
後
継
に
際
し
て
、
相
続
人
が
幼
少
の
場
合
は
、
会
社
は
、
義
定
金
を
直
ち
に
返

( 

一一一、J

社
員
の
新
規
加
入
・
株
券
譲
渡
・
退
社
な
ど
の
申
請
は
、
組
総
代
を
介
し
て
社
長
に
対
し
て
な
さ
れ
る
。

す
る
。

る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
場
合
、
会
社
が
損
失
を
受
け
れ
ば
、
義
定
金
の
み
な
ら
ず
抵
当
品
の
公
売
に
よ
っ
て
得
た
現
金
で
、
社
員
に
弁
償

(
四
)

会
社
の
製
布
購
入
資
金
が
不
足
す
る
場
合
、
社
中
協
議
の
上
、
会
社
が
、
社
員
所
有
の
地
所
を
抵
当
と
し
て
資
金
を
借
り
入
れ

(
五
)

本
庖
で
印
紙
を
つ
く
り
、
染
物
職
に
一
枚
五
厘
で
売
る
。
染
物
職
は
、
こ
の
印
紙
を
織
工
に
渡
し
て
製
布
の
端
に
貼
ら
せ
る
。

な
お
、
印
紙
の
販
売
場
所
は
本
支
庖
お
よ
び
検
査
係
出
張
先
で
、
代
金
は
、

一
カ
月
ご
と
に
ま
と
め
て
翌
月
二
日
に
納
入
す
る
o

た
だ
し

検
印
の
規
格
は
、

(
ム
ハ
)

一
匹
の
長
さ
五
丈
八
尺
・
幅
九
寸
三
分
で
あ
る
。

会
社
は
、
毎
月
、
印
紙
料
・
検
印
料
を
七
尾
為
替
会
社
へ
預
金
し
て
、
利
殖
を
図
る
o

(
七
)

社
員
は
、
苧
柏
の
品
質
を
慎
重
に
審
査
し
て
、
妥
当
な
価
格
で
製
布
を
購
入
す
る
。

(
八
)

藍
の
品
質
と
染
色
法
を
検
討
し
て
製
布
を
改
良
す
る
が
、
原
則
と
し
て
生
染
め
を
行
な
い
、
下
染
め
円
早
染
め
な
ど
を
禁
ず

る
。
染
色
代
は
、
社
中
評
議
に
よ
っ
て
、
藍
相
場
を
勘
案
し
て
定
め
ら
れ
る
。

(
九
)

資
本
金
の
増
加
に
伴
っ
て
、
本
・
支
庖
の
藍
・
苧
麻
・
苧
粕
の
購
入
量
を
増
加
さ
せ
る
一
方
、
製
布
の
品
質
向
上
を
図
る
。
ま



た
三
府
お
よ
び
金
沢
な
ど
の
各
地
に
出
庖
を
設
け
て
、
販
路
を
拡
大
す
る
。

(

一

口

)

会
社
が
購
入
し
た
製
品
は
、
す
べ
て
本
・
支
庖
に
お
い
て
販
売
す
る
の
を
原
則
と
す
る
。
た
だ
し
、
所
有
主
が
製
品
の
検
印
を

月三

.x一
三、け
己た
後

自
由

販
7G 
す
る

と
も
で
き
る

社
員
が
会
社
か
ら
資
金
を
借
用
す
る
場
合
組
総
代
を
経
由
し
て
社
長
に
申
請
す
る
。
社
長
が
許
可
す
れ
ば
、
「
入
用
ノ
節
ハ
期
限

以
内
ト
雄
モ
返
済
⑦
」
の
条
件
で
、
保
証
人
(
社
員
)
二
名
以
上
連
印
の
書
類
・
組
総
代
の
奥
書
を
本
唐
へ
提
出
す
る
。
返
金
を
滞
納
し
た

と
す
る
。

場
合
、
保
証
人
が
債
務
者
と
な
る
。
資
金
の
貸
付
は
毎
年
五
月
、
返
納
は
翌
年
四
月
に
行
な
い
、
利
息
を
一
カ
月
一
円
に
つ
き
一
銭
二
厘

( 

一一
、--
社
員
が
水
火
風
震
の
災
害
に
よ
っ
て
困
窮
す
る
場
合
、
会
社
は
社
中
協
議
の
上
、
五

O
円
(
利
息
は
(
二
)
と
同
じ
)
を
年
賦
ま

た
は
一
時
返
納
の
条
件
で
貸
与
す
る
。
貸
与
金
に
窮
す
れ
ば
、
社
長
が
(
二
)
に
お
け
る
借
用
人
か
ら
、
期
限
以
内
で
あ
っ
て
も
取
り
立
て

北陸における明治前期の繊維産業

る
こ
と
も
あ
る
。

( 

一一、../

役
員
の
年
給
は
、
社
長
二

O
O円
、
副
社
長
一
五

O
円
、
組
総
代
(
八
名
)
一
一

O
O円
、
検
査
係
(
一

O
名
)
六

O
円
、
小
仕

(
二
名
、
社
長
の
裁
量
で
雇
傭
)
一
二

O
円
で
、
こ
の
う
ち
格
別
勉
励
者
に
賞
金
が
与
え
ら
れ
る
。
役
員
は
、
社
中
の
投
票
で
決
め
ら
れ
る
。

(
一
回
)

役
員
出
張
の
際
の
日
当
は
、
三
里
以
上
二

O
銭、

一
O
里
以
上
五

O
銭
で
、
二
一
里
未
満
は
無
給
で
あ
る
が
、
滞
在
の
場
合
だ
け

二
O
銭
で
あ
る
。

( 

互王、.../

正
・
副
社
長
は
、
毎
月
、
金
銭
出
納
表
・
製
布
産
出
表
な
ど
を
精
査
し
、
検
印
を
押
す
。
ま
た
検
査
係
二
名
・
小
仕
一
名
は
、

47 

社
長
の
裁
量
に
よ
っ
て
本
・
支
庖
の
事
務
を
分
担
す
る
。

( 

ー
」/、
、ー〆

検
査
係
一
名
ず
つ
の
検
印
出
張
先
は
、
小
竹
・
二
宮
・
飯
川
・
良
川
・
上
村
・
能
登
部
の
六
カ
所
で
あ
る
。
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(
一
七
)

本
・
支
庖
の
借
地
料
は
、
各
二
四
円
・
一
八
円
、
諸
費
(
筆
・
墨
・
用
紙
・
薪
炭
油
な
ど
)

は
同
じ
く
一
三
円
・
二
四
円
で
あ

る
。
定
期
総
会
は
、
毎
年
、
五
月
一
五
日
、

一
一
月
一
五
日
の
二
回
で
あ
る
。

(
一
八
)

毎
年
五
月
の
決
算
の
結
果
、
純
益
金
が
あ
れ
ば
持
株
数
に
応
じ
て
配
当
し
、
欠
損
が
出
れ
ば
弁
償
す
る
(
無
限
責
任
)
O

(
一
九
)

本
・
支
匝
と
も
、
原
則
と
し
て
営
業
時
間
は
午
前
八
時
l
午
後
四
時
で
、
祝
祭
日
は
休
業
で
あ
る
。

( 

ζコ
) 

博
覧
会
出
品
に
当
た
っ
て
は
、
各
組
総
代
が
協
議
し
て
出
品
数
を
決
め
、
会
社
が
現
物
を
買
い
上
げ
て
出
品
す
る
。

規
格
上
の
濫
製
に
つ
い
て
は
、
「
旧
藩
中
苧
泊
ノ
丈
尺
糸
員
不
足
ノ
モ
ノ
ヲ
濫
製
ス
ル
モ
之
ヲ
ト
ガ
ム
ル
モ
ノ
無
キ
カ
如
シ
是
レ
偏
ニ
苧
'
泊
商
ノ
不

注
意
ヨ
リ
生
ス
ル
弊
害
ニ
シ
テ
為
メ
ニ
織
工
ノ
手
数
ヲ
譲
ス
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
紡
績
者
一
一
於
テ
モ
識
ラ
ス
知
ラ
ス
価
格
ノ
低
藷
ヲ
招
キ
白
ラ
損
失
ヲ
蒙
ム
ル
モ

ノ
不
少
①
」
と
い
う
藩
政
時
代
か
ら
の
弊
習
に
対
し
て
、

「
丈
四
尺
糸
員
八
百
筋
未
満
ノ
モ
ノ
ハ
社
中
ニ
於
テ
漸
次
注
意
ヲ
加
ヘ
取
扱
ハ
サ
ル
モ
ノ

ト
ス
①
」
と
の
措
置
が
と
ら
れ
た
。
な
お
社
則
の
変
更
に
は
、
臨
時
会
議
(
社
員
が
議
員
と
な
り
、

議
長
を
公
選
)

に
お
け
る
社
長
の
提

案
と
そ
の
裁
決
、
さ
ら
に
県
庁
へ
の
上
申
が
必
要
で
あ
っ
た
。

越
後
の
縮
布
柏
縮
濫
製
取
調
組
合
と
能
登
製
布
会
社
は
、
と
も
に
粗
製
濫
造
を
取
り
締
ま
る
た
め
に
相
前
後
し
て
成
立
し
た
が
、
両
者

の
性
格
に
は
次
の
よ
う
な
著
し
い
相
違
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
前
者
に
お
け
る
検
査
場
は
、
独
立
採
算
で
あ
る
と
は
い
え
、
先
染
め
の

品
位
を
保
と
う
と
す
る
検
査
機
関
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
後
者
に
お
い
て
は
、
大
量
の
後
(
布
)
染
め
製
品
の
生
産
に
よ
る
営
業
が
第

一
義
的
で
あ
り
、
越
後
縮
の
代
替
的
生
産
物
と
し
て
の
能
登
縮
の
性
格
が
表
わ
れ
て
い
る
。

注

① 

前
年
の
一
二
大
区
出
産
縮
布
給
縮
製
造
組
合
条
約
を
改
正
し
た
も
の
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② 

世
話
係
が
台
帳
を
作
成
し
て
罰
金
に
つ
い
て
金
額
・
月
日
・
地
名
・
人
名
を
一
件
ご
と
に
記
載
し
、
納
入
さ
れ
た
検
査
料
と
と
も
に
、
年
八
分
の

利
息
を
つ
け
て
い
た
。
な
お
、
不
法
に
仕
入
れ
た
場
合
、
仕
入
れ
先
、
仕
入
れ
人
双
方
で
罰
金
を
折
半
し
て
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

擬
染
縮
布
の
検
査
料
は
不
要
で
あ
る
が
、
世
話
係
へ
通
知
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
た
。

こ
の
ほ
か
羽
昨
郡
の
山
村
で
織
ら
れ
た
阿
武
屋
縮
は
一
・
六
万
反
(
一
・
二
一
万
円
)
生
産
さ
れ
て
い
た
。

製
布
会
社
規
則
(
一
八
七
七
)
第
二
章
第
一
条
に
は
「
製
布
は
本
部
(
鹿
島
郡
〔
筆
者
注
以
)
製
産
ノ
第
一
ニ
位
シ
産
額
年
一
年
ヨ
リ
増
加
ス
一

と
記
さ
れ
て
い
る
。

社
員
は
四
組
(
何
番
組
と
呼
ぶ
)
に
分
け
ら
れ
、
各
組
の
総
代
二
名
は
、
伝
達
係
の
役
割
り
を
果
た
し
て
い
た
。

前
掲
⑤
第
三
章
第
一
条

任
期
一
年
で
重
任
を
妨
げ
な
い
。
事
故
に
よ
る
欠
員
発
生
の
場
合
、
補
欠
選
挙
に
よ
る
。

前
掲
⑤
第
二
章
第
一

O
条

⑤④①  ①③⑦⑥  

あ

カt

き

と

以
上
の
よ
う
に
、
明
治
前
期
の
北
陸
に
は
、
東
日
本
を
主
と
す
る
在
来
織
物
需
要
を
背
景
と
し
た
高
単
価
織
物
生
産
が
、
越
後
お
よ
び

そ
の
代
替
生
産
地
域
で
あ
っ
た
加
賀
・
能
登
に
お
い
て
み
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
西
日
本
か
ら
全
国
に
ま
た
が
る
販
路
を
も
っ
越
前

-
越
中
で
は
、
相
対
的
に
大
量
低
単
価
の
織
物
生
産
が
多
く
行
な
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
越
後
と
そ
の
代
替
生
産
地
域
に
お
け
る
製
品
改

良
シ
ス
テ
ム
に
は
組
合
に
よ
る
検
査
機
関
と
、
株
式
会
社
に
よ
る
営
業
機
関
と
の
本
質
的
な
差
異
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
地
域

差
は
、
こ
れ
以
降
の
産
業
革
命
の
諸
相
を
解
明
す
る
場
合
、
地
域
的
基
盤
と
し
て
重
要
で
あ
る
。




